
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 13世帯 （回答者数）
11世帯

～ 令和7年3月28日

（対象者数） 6名 （回答者数）
6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活発に意見し合えるように環境を工夫していきたい。

2

今後も継続して取り組んでいきたい。

3

今後も継続して取り組んでいきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフが研修に参加し実践できるように取り組んでいきた

い。

2

実施が出来るように進めていきたい。

3

活動時間や場面を工夫し静かになる時間をつくっていく。

○事業所名 スマイルてんじん2号館

○保護者評価実施期間
令和7年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ワンフロアーのため課題を取り組んでいる時に周りが気になり

集中できない時がある。

パーティション等はしているが声や音が聞こえるため工夫が必

要。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援プログラムが不十分と思われる。 相談を受けた際は面談したりその都度助言をしているが具体的

な研修等は実施できていない。

保護者会など家族が参加できる交流の機会が実施できていな

い。

日程調整や内容の検討で計画ができていないのが現状。

会議などで職員の共有がしっかりと出来ていること。コミュニ

ケーションがとりやすい環境の中でしっかりと統一して支援を

行えていること。

・法人内の事業所が集まって月に一度会議を行っており様々な

アイデアを出し合って活動内容等を検討している。年に数回、

合同でイベントを開催している。

休日は地域の資源を活用し活動を計画している。 交通機関の利用や買い物支援など様々な経験が出来るように計

画をしている。また近くの公園へ出掛けたり、事業所周辺のご

み拾いを行う活動を続けている。

年齢に応じてクッキングや清掃作業など自立に向けた活動を

行っている。

年齢や能力に応じて課題を設定し様々な経験を通じて出来る事

を増やしている。外出時はグループリーダーを決めて行動し互

いに協力し合うように工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


